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歓喜園(かんぎおん・社会悩祉法人大慈会)は、上回城に近い常福寺坂の坂上、芳泉寺にあ

ります。

昭和 6年 5月季節保育の慈祖国を創設。戦後は上回西保育園がその歩みを進め、昭和46年 12

月 8日歓喜固となり、昭和49年 5月新園舎とルンビニイ(菩薩誕霊の庭)が、そして今年の正

月、パドマ(蓮華の庭)の園庭が整備されました。歓喜園は、大慈会万人講(まんにんこう)

の、善意のご協力によって維持運営されています。

朝夕天地のめぐみに感謝し、みほとけのお守りを信じて、仏法の大道は孝に初まることを教

えて、合掌礼 拝します。(歓喜園園長)

主な内容
処理能力をア yプ 1 

新しく生れ変わり 2月20日から運転開始、し尿処理施設 j・2ページ

「もう一度身の回りを点検しよう J i 
むだをなくし物を生かす運動実施トー………………… 8ページ

不用品の紹介あっせんも実施 j 

使 う火を消すまで離すな目と心 1 
7 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 ・5ページ

春め火災予防運動 3月13日まで j

市営住宅下之郷団地の入居者を募集………………………… 6ページ

軽自動車・バイクの廃車手続きは早自にしよう……………アページ

市民の動き

( 2月 1日現在)

総人口 109，397人 ( +88) 

男 53，302人(+62) 

女 56，095人(+26) 

世帯数 31，873世帯 (+22) 

()内は前月比です。
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新
し
く
生
れ
変
わ
り

一
月
二
十
日
か
ら
運
転
開
始

……七一…
一啄
……
処
……
週
間一
施
…設
問…

尿
処
理
施
設
が
二
月
二
十
日
完
成
、
運

転
を
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
の
増
設
工
事
が
完
成
す
る
ま
で
は

一
日、

百
九
十
八
キ

ロ
リ

ッ
ト
ル
の
し

尿
処
理
能
力
し
か
な
く
、
昨
年
、
運
び

こ
ま
れ
た
量
が
、
一
日
平
均
、
二
百
九

五
十
一
年
十
月
か
ら、

総
工
費
約
六

億
六
千
万
円
を
費
し
て
、
増
設
工
事
を

進
め
て
き
た
、
上
小
衛
生
施
設
組
合
(
上

田
市
ほ
か
、

一
市
四
町
三
村
)
」
の
し

えつ_~ 762号 (貯溢話易器具)一一一広報62号』

増設工事が完了、処理能力が 250ktにアップするとともに

悪臭も追放し、近代的な姿をあらわしたし尿処理場

J J 

b推 月
予 進 十

1月 五
F間 目
下 」の

ド と 二
Fしか
再 て 月
t資 問
T源 を
Hを 「
|、大 資

F切 源
ごに活
bす 用

内 工
〈 夫
わ し

tし 再
〈 利

.は 用

r _'自
グ〉 り

!月ま
問 す
中

広
報

キ
ロ

リ
y
ト
ル
と
処
理
能
力
を
は
る
か

に
オ
ー
バ
ー
し、

処
理
に
苦
労
し
て
き

ま
し
た
が
、
増
設
工
事
の
完
成
に
よ
り

一
日
の
し
尿
処
理
能
力
が
二
百
五
十
キ

ロ
リ
y

ト
ル
に
高
ま
り
、

現
在
の
増
加

率
か
ら
見
て
、
六
十
年
ま
で
は
じ
ゅ
う

ぶ
ん
対
応
で
き
る
能
力
と
な
り
ま
し
た
。

離
さ
せ
る
「
活
性
汚
泥
方
式
」
に
全
部

切
り
替
、
え
た
こ
と
と
、
最
新
鋭
の
脱
臭

装
置
を
備
え
た
こ
と
に
よ
り
、
は
ほ
完

全
な
脱
臭
が
可
能
と
な
り
、
夏
期
な
ど

悪
臭
の
ひ
ど
い
時
期
の
し
尿
処
理
作
業

も
に
お
い
か
ら
解
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
最
終
ち
ん
で
ん
そ
う
か
ら

で
る
、
一

日
四
1
五
ト
ン
の
汚
泥
を
乾

燥
さ
せ
る
「
乾
燥
焼
却
炉
」
を
新
設
、

今
ま
で
、
脱
水
だ
け
の
た
め
粘
着
力
が

強
す
ぎ
て
農
家
か
ら
敬
遠
さ
れ
て
い
た

汚
泥
も
、
今
ま
で
よ
り
は
る
か
に
良
質

の
肥
料
に
変
わ
り
、
農
家
に
引
き
取
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

に
お
い
も

ほ
ぼ
完
全
に
脱
臭

ま
た
、
今
ま
で
「
に
お
い
」
の
ひ
ど

か
っ
た
、
暖
め
て
か
ら
分
離
す
る
消
化

方
式
を
、
水
で
薄
め
た
し
尿
を
空
気
に

触
れ
さ
せ
、

パ
ク
テ
リ
ヤ
に
よ
っ
て
分

‘F

悪
臭
追
放
の
先
兵
、
最
新
式
の
脱
臭
装
置

企
シ
ャ
ワ
ー
洗
浄
装
置
を
備
え
、
投
入
ホ

l
ス
の

洗
浄
が
し
や
す
〈
な
っ
た
投
入
口

っ
せ
ん
し
て
い
き
ま
す
。
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「もう一度身の回りを点検しよう」

く3 月 15 日 ~5 月 15 日〉

円
高
に
よ
る
輸
出
関
連
業
種
の
構
造

不
況
、
変
わ
ら
ぬ
イ
ン
フ
レ
の
中
で
「
省

資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が
叫
ば
れ
、

石
油
、
電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
も

ち
ろ
ん
、
自
分
た
ち
の
周
囲
に
あ
る
資

源
を
大
切
に
し
よ
う
と
、
企
業
な
ど
も

含
め
全
国
的
に
各
種
の
運
動
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

上
田
市
で
も
、
三
年
目
を
迎
え
た
「
上

岡
市
資
源
活
用
推
進
本
部
(
本
部
長
石

井
市
長
)
」
を
今
年
も
設
け
、
資
源
保

護
意
識
の
高
揚
を
図
り
な
が
ら
、
不
用

口
聞
の
紹
介
、
あ
っ
せ
ん
、
資
源
活
用
広

場
な
ど
を
実
施
、
市
民
総
参
加
の
資
源

活
用
運
動
を
行
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
三
月
十
五
日
か
ら
五

月
十
五
日
の
二
か
月
間
を
「
資
源
活
用

推
進
月
間
」
と
し
て
資
源
を
大
切
に
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
計
画
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
活
用
で
き
る
資
源
は
、
お
互
い
に

工
夫
し
再
利
用
を
図
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
こ
の
月
間
中
に
広
報

「
う
え
だ
」
な
ど
を
と
お
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

不
用
品
の

紹
介
・
あ

2万人の人出でにぎわった昨年 5月の資源

活用広場(市役所駐車場で)

せ
ん
も
実
施

電
話
で
気
軽
に
ど
う
ぞ

〈
=
一
月
十
五
日
j

五
月
十
五
日
v

市
は
、
資
源
活
用
推
進
運
動
の
一
環

と
し
て
、
不
用
ロ
聞
の
紹
介
・
あ
っ
せ
ん

を
三
月
十
五
日
制
か
ら
五
月
十
五
日
間

ま
で
行
い
ま
す
。

こ
の
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
は
、
皆
さ
ん "? 

の
家
庭
に
あ
る
不
用
品
(
生
鮮
食
品
は

除
く
)
を
対
象
に
、
再
利
用
で
き
る
生

活
用
品
を
資
源
活
用
推
進
本
部
事
務
局

(
市
民
課
生
活
係
)
へ
登
録
し
て
い
た

だ
き
、
希
望
者
の
問
合
せ
に
よ
り
、
あ

っ
せ
ん
し
て
い
き
ま
す
。

①
不
用
品
の
あ
る
人
は
、
資
源
活
用
推

進
本
部
事
務
局
へ
電
話
な
ど
で
品
名
、

規
格
、
程
度
、
希
望
価
格
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
な
ど
必
要
事
項
を
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

②
登
録
さ
れ
た
品
名
は
、
市
役
所
一
階

消
費
者
コ
ー
ナ
ー
へ
掲
示
板
で
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
電
話
で
の
問
合
せ
に
も

応
じ
ま
す
。

③
活
用
希
望
者
は
、
事
務
局
へ
口
頭
、

ま
た
は
電
話
で
申
し
出
て
、
不
用
品
所

有
者
と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
引
き
取

り
方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
活
用
希
望
者
は
、
そ
の
結
果
を
必
ず

事
務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
家
庭
や
事
業
所
に
、
ま
だ

活
用
で
き
る
品
物
や
人
に
譲
っ
て
も
よ

い
品
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
こ
う
し
た

品
物
を
登
録
し
、
一
再
利
用
を
お
互
い
の

立
場
で
考
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
月
間
中

に
引
き
取
ら
れ
な
い
場
合
は
、
五
月
十

四
日
日
に
予
定
し
て
い
る
「
資
源
活
用

広
場
」
で
即
売
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

資
源
活
用
広
場
に
つ
い
て
は
、
後
日

の
広
報
「
う
え
だ
」
で
く
わ
し
く
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

〈
不
用
品
登
録
先
き
・
お
問
合
せ
〉

資
源
活
用
推
進
本
部
事
務
局

l
市
民

課
生
活
係
(
宮
@
四
一

O
O
内
線
二
七

六
有
線
②

O
七

O

こ

千
曲
川
市
民
運
動
場
の
使
用
受
付

を
次
に
よ
り
始
め
ま
す
の
で
、
利
用

希
望
者
は
、
市
役
所
四
階
体
育
課

へ

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
利
用
対
象
月
日
〉

、

四
月
十
日
間
か
ら
利
用
を
希
望
す

る
皆
さ
ん
が
対
象
で
す
。

〈
受
付
開
始
・
お
閉
会
せ
〉

三
月
十
一
日
出
か
ら
体
育
課
で
受

付
を
始
め
ま
す
。
(
宮
@
四
一

0
0

内
線
五
五
五
・
五
五
七
)

千曲川

市民運動場の

使用受付を開始

(3月11日佳)から〕

一
三
月
の
「
税
務
相
談
室
」
一

一

開

催

日

を

変

更

一

三

月

十

三

日

仰

に

一

一
毎
月
十
五
日
に
上
回
商
工
会
議
所
一

一
開
い
て
い
る
「
税
務
相
談
室
」
は
一

月
十
五
日
が
確
定
申
告
最
終
日
と
一

一
る
た
め
、
三
月
十
三
日
仰
に
変
更
一

一
ま
し
た
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
一

一

う

ご

注

意

く

だ

さ

い

。

一

(
上
国
税
務
署
)
一
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使
-
フ
的
八
き
消
す
ま
で

離
す
な
固
と
心

春
の
火
災
予
防
運
動

春
の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
い
っ
せ

い
に
、
二
月
二
十
八
日

ωか
ら
三
月
十

三
日
間
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

春
は
、
気
象
の
変
化
が
激
し
く
、
空

気
が
乾
燥
し
た
り
、
春
特
有
の
突
風
が

吹
く
な
ど
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
条

件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
寒
さ
か
ら
解
放
さ
れ
た
安
心

感
か
ら
、
火
に
対
す
る
注
意
が
怠
り
が

え7 _~ 762号 (腕章蹴号)一一広報

ち
に
な
り
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
市
民
一
人
一
人
が
防

火
の
心
が
け
を
新
た
に
し
て
、
火
災
の

発
生
を
防
止
し
、
人
命
や
財
産
を
み
ん

な
で
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
家
庭
で
も
職
場
で

も
、
こ
の
運
動
を
機
に
、
次
の
こ
と
を

守
り
、
生
命
や
財
産
を
一
瞬
に
し
て
失

う
火
災
を
な
く
す
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

火のもと点検

消火の備えは安全か

つ

V
家
庭
で
企

あなたの周囲は

安全ですか

。
苧奇J

ガス栓

ー
、
幼
児
、
老
人
だ
け
を
残
し
て
外
出

す
る
こ
と
は
、
極
力
さ
け
ま
し
ょ
う
。

2
、
幼
児
、
老
人
の
寝
る
場
所
は
、
避

難
し
や
す
い
部
屋
に
し
ま
し
ょ
う
。

3
、
就
寝
前
、
外
出
前
の
火
の
元
の
点

検
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

4
、
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
さ
せ
な
い
よ
う
常
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

5
、
自
分
が
使
う
火
は
、
消
す
ま
で
責

任
を
持
ち
、
そ
の
つ
ど
安
全
を
確
認

!
レ
歩
?し
ょ、
7
。

6
、
消
火
の
準
備
は
常
に
し
て
お
き
ま

'P
」ト白
。、「
J

。

V
職
場
で
企

ー
、
職
場
ぐ
る
み
で
消
火
、
通
報
お
よ

び
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

2
、
消
防
用
設
備
を
総
点
検
し
、
い
つ

で
も
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し

ょ、つ。

3
非
常
口
付
近
は
、
物
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

4
、
職
場
教
育
を
徹
底
し
、
職
場
の
防

火
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

-・ .L___I_ _. . . . . 
・・ . . -..-- --.-- --.-----.-------.，. 

備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し

うを消
。わ火

す 器

れの
ず点
に検

し整
よ備

届出しなければならない

危険物の量

種 思リ (以上)量(未満)

灯 t由 100 ~ -500 ~ 

カやソ リン 20 ~ -100 ~ 

重 t由 400 ~ -2000 ~ 

標識、掲示板をつけよう

小量危険物貯蔵取扱所

品名灯油

数量 o 0 ~ 

宇三ち
フ.，-.:厳

ノJ

.><I， 火

1 m 

， 

を
。

地
う

は
き
ょ

ク
あ
し

ン
の
ま

タ

m
り

ム
1
〈

一
に
つ

ホ
囲

の
周

外屋

?ー
もニ-~-=ー一



汁
↑
防
火
管
理
者
の

町
一
↓
資
格
取
得

↓

↑

講

習

会

開

く

一
-
消
防
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
防
火
↑

一
↑
管
理
の
資
格
取
得
の
講
習
会
を
次
に
↑

ト
ト
よ
り
、
行
い
ま
す
の
で
、
関
係
あ
る
+

樹
+
皆
さ
ん
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
十

μ
便
+
と
き
・
と
こ
ろ

1
三
月
九
日
閥
、
十
↓

苅
↓
日
樹
の
午
前
八
時
か
ら
、
上
回
消
神

慌
4

防
会
館
。

一
↓
申
込
方
法

1
受
講
願
書
を
消
防
署
へ

一
-
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

だ

円

受

講

料

1
約
三
千
円
。

ぇ

ト

お

問

合

せ

l
上
回
消
防
本
部
(
宮
@

、

ヴ

ト

二

五

O
一

)
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ときたら…

地震への備えを万全にしよう

⑬ 

クラッ

地震発生後の避難場所などでの生活は、電気、

ガス、水道なとeの施設がなかったり、あったとし

様 111 • 111 • 

山火事をなくそう

ても使用できないことが多く不自由な生活が予想

されますので、最低限の生活や応急処置ができる

よう、次のような非常持出品をリュックサックな

どに入れ、いつでも持ち出せる場所に備えておき

ましょう。 山
野
で

タ
バ
コ
の

投
げ
す
て

は
や
め
よ
う

砂食料 2-3日分(乾パン、

かん詰、かん切り、食塩など)砂貴重品類(現金

貯金通帳、印鑑など)砂懐中電灯、ローソク、マ

ッチ砂トランジスターラジオ砂下着 1- 2着、手

砂飲料水(水筒)

ぬぐい、ビニールふろしき、細ひも、手袋、ちり

紙砂ヘルメ ッ トなど保安帽砂病人のいる家では常

備薬。赤ちゃんのし、る家では、ミルク、おしめな

ど砂応急医薬品(広報つえだ 1月16日発行第759

号に掲載してあります)

8月15日(棋の産直

北海産「特大ひと塩ニシン」

月日 行 事 内 n廿俺・

3 月側1 日 1 教養石刑i姶(元消防長土屋一二きん「行動する中国J)(19.30-22.00) 

3 月附2 日 1 防火管予理防者宣実伝務講習会(消防会館3階)(13.30-16.00) 
2 火災

3 月幽3 日 1 諸帳簿の検閲(消防団第1.2.3.4.5.6.7.8.10分団).(19.30-21.00) 

3月ω4日 1 川西地区消防演習(川辺、塩田、川西分署・担当塩田分署)

3月(日5)日 1 消防団一般家庭予防査察(分団ごと)

3 月開6)日 1 防火管理者資格取得講習会(真田町福祉センター)(8.00-17.00) 

3月(刈7日 l 防火管理者資格取得講習会(其園町福祉センター)(8.00-17.00) 

3 月附8 日 ; 足農綴漉鯉読書曽ffi両喜塁露間常務き言100)

3 月附9 日 i3 諸際帳競簿の義検孝閲薩(消妻防団子第124.113商1防4符151361.17.188119ト(2109川分.30団-O)) 2 
1. 00) 

3月ω10日 2l 防防火火苅管理象者物資予格防取査得察講(習非会番者(消)防(会9館.303~階)(8.00-17.00 

3月ω11日 I 火災予防宣伝

3月(日1)2日 1分団演習

3 月開1)3日 1 火災予防宣伝

53年春季火災予防運動行事日程表1尾 120円、市内の鮮魚小売・スー

ノマー・農協などでおもとめください。

老齢年金は60歳から減額年金が受けられます

今月は、きょ出年金の老齢、障害、母子、準母

子、遺児、寡婦の各年金が受けられる月です。

老齢年金(通算)は、 60歳まで保険料を納めて

あなたの国民年金

その⑦

65歳から年金を受けるわけですが、希望があれば

60歳から減額された年金を受けることもできます

減額率は、 60歳の場合で42%061歳は 35%、62

歳は 28%、63歳は20%、64歳は 11%となっていま

す。

ただし、年齢を繰り上げて年金を受けると、 65

歳になっても満額の年金は受けられず、減額され

た年金のままですのでご注意ください。
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お知らせ

2月16日、昨年行われた、青森国体

:高校軟式野球開催市の黒石市から沢田

:助役が、国体旗引き継ぎに上田市を訪

;れ、名物の津軽コケシをプレゼン卜さ

iれました。〔写真は、沢田助役(中)から

:コケシの説明を受ける石井市長(左)) 

市
営
住
宅
下
之
郷
団
地
の

入
居
者
を
募
集

え

市
営
住
宅
下
之
郷
団
地
の
入
居
者
を

次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
希
望
者

報
は
、
三
月
十
四
日
…
閃
か
ら
三
月
二
十
日

広
閉
ま
で
に
市
役
所
二
階
管
理
課
へ
申
込

一
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
〈
対
象
住
宅
〉

臥
町
市
営
住
宅
下
之
郷
団
地
の
第
一
種
住

織
宅
九
戸
、
第
二
種
住
宅
六
戸
。

博

闘

〈

家

賃

v

昭
和
第
一
・
二
種
住
宅
と
も
に
一
万
八
千

一
円
前
後
。

一

〈

資

格

v

一

1
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
勤
め
先

一
き
の
あ
る
人
で
、
住
宅
に
困
っ
て
い

号

る

人

。

ω
2、
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

第

る

親

族

が

あ

る

人

。

d

3

、
市
営
住
宅
入
居
基
準
に
該
当
す
る

ヲ

人
(
例
、
扶
養
親
族
一
人
の
場
合
、

第
一
種
住
宅
は
年
間
収
入
百
三
十
四

万
一
千
九
百
九
十
九
円
以
上
、
百
九

十
四
万
五
千
九
百
九
十
九
円
以
下
。

第
二
種
住
宅
は
、
年
間
収
入
百
三
十

四
万
一
千
九
百
九
十
九
円
以
下
)

〈
抽
選
日
・
場
所
v

三
月
二
十
九
日
側
、
午
前
九
時
か
ら

市
役
所
六
階
会
議
室
。

〈
お
問
合
せ
V

管
理
課
住
宅
係
(
宮
@
四
一

O
O
内

線
三
四
五
有
線
②

O
七
三
一
)

早
自
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

〈
手
続
き
方
法
〉

集
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
、
三
月
一
日
以
降
に
市
役
所
二
階

管
理
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
住
宅
〉

梅
が
丘
、
桜
台
、
岡
団
地
の
二
種
住

宅。〈
入
居
〉

随
時
募
集
で
す
の
で
、
申
込
み
順
に

希
望
地
区
の
住
宅
が
あ
い
た
時
入
居
で

き
ま
す
。

〈
資
格
〉

1
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
務
先
き

の
あ
る
人
で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

2
、
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
あ
る
人
。

3
、
市
営
住
宅
入
居
基
準
に
該
当
す
る

人
(
例
、
扶
養
親
族
一
人
の
場
合
、

平
均
月
収
十
一
万
一
千
八
百
三
十
三

円
以
下
)

〈
お
閉
会
せ
〉

管
理
課
住
宅
係
(
宮
@
四
一

O
O
内

線
三
四
五
有
線
②

O
七

三

二

一
一
月
十
六
日
発
行
の
広
報
「
う
え
だ
」

で
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

B
C

G
接
種
の

日
程
と
対
象
地
区
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、

一
部
掲
載
も
れ
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
次
に
よ
り
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
中
村
、
奈
良
尾
、
中
組
、
下

内
線
二
三
三
)

組
の
皆
さ
ん
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
自
治
会
名
・
接
種
会
場
〉

中
村
H
H
三
月
七
日

ωに
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
、
三
月
九
日
嗣
に
検
査
、

B
C
G
を

三
好
町
会
館
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

奈
良
尾
、
中
組
、
下
組
u
H
三
月
七
日

ωに
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
、
三
月
九
日
闘
に

検
査
、

B
C
G
を
塩
田
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
お
閉
会
せ
〉

保
健
予
防
課
保
健
係
(
宮
@
四
一

O

O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七

二

二

二
種
混
合
(
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
)

予
防
接
種
を
二
月
十
四
日
ま
で
の
接
種

期
間
中
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
皆
さ
ん

は
、
下
表
の
予
備
日
程
表
に
よ
り
受
け

て
く
だ
さ
い
。

〈
会
場
〉

会
場
は
、
両
日
と
も
上
田
市
健
康
セ

ン
タ
ー
で
す
。

〈
注
意
事
項
〉

ー
、
会
場
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
対

象
地
区
と
受
付
時
間
を
指
定
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
・

時
に
来
場
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

2
、
今
回
、
二
回
目
を
接
種
さ
れ
る
人

は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
。
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
、
B
C
G
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い。

締
切
り
ま
す
。

ニ種混合予防接種予備日程表

月日 対 象 地 区 受付時間

東部・北部・西部地区 午後 1時30分-2時

月3 
川辺・川西地区 午後 2時-2時30分

16 

附日 南部・中央・豊殿地区 午後 2時30分-3時

1月3 7 

塩田地区 午後 l時30分-2時

塩尻・神川地区 午後 2時一 2時30分

幽日 城下・神科地区 午後 2時30分一 3時

3
、
二
回
自
の
接
種
目
ま
で
に
、
一
回

も
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
は
、
今
回

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
次
回
に

・
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

保
健
予
防
課
保
健
係
(
宮
@
四
一

O

O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七

二

二

山
本
鼎
記
念
館
洋
画
教
室
で
は
、
次

に
よ
り
作
品
展
を
聞
き
ま
す
の
で
、
大

勢
の
皆
さ
ん
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

l
三
月
十
七
日
掛
か
ら

二
十
日
聞
の
問
、
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
三
十
分
ま
で
、
山
本
鼎
記
念

館
(
た
だ
し
、

二
十
日
山田
は
正
午
ま

で
)
約
百
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す。

入
場
料

1
無
料
で
す
。



早
自
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

号

〈
手
続
き
方
法
〉

。46
1

、
バ

イ
ク
は
、
市
役
所
一
階
市
民
税

mt 
第

課

、

塩

田

・

川

西

の

各

支

所

へ

ナ

ン

一

パ

l
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
を
持
参
し
て

一

毎

年

四

月

一

日

現

在

で

、

原

動

機

付

手

続

き

し

て

く

だ

さ

い

。

一

自

転

車

(

.ハ

イ
ク

)
、
軽
自
動
車
を
お

2
、
軽
自
動
車
は
、
長
野
県
自
家
用

自

勤

労

青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
次
に
よ

一
持
ち
の
皆
さ
ん
に
「
軽
自
動
車
税
」
が
動
車
組
合
上
小
支
部

(
宮
@
O
五
九
り
、
料
理
・

着
付
教
室
の
生
徒
を
募
集

鋤

課

税

さ

れ

ま

す

。

五

)

で

手

続

き

し

て

く

だ

さ

い

。

し

ま

す

の

で

、

希

望

者

は

必

ず

来

館

し

嗣

廃

草

し

た

り

、

他

人

に

譲

っ

た

が

廃

〈

お

問

合

せ

〉

て

三

月

二

十

日

間

ま

で

に

申

込

ん

で

く

猫
車
手
続
き
を
し
て
い
な
い
皆
さ
ん
は
、
市
民
税
課
諸
税
係
(
宮
@
四
一
O
O
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第

甥

t
i
t
i
l
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
t
i
t
t
i
-
-，

f
s
t
i
l
l
i
-
-
1

一

め

の

専

用

車

の

常

備

、

同

老

人

の

ふ

と

ん
乾
燥
同

一

な

ど

、

実

の

あ

る

事

業

に

よ

り

、

明

る

い

老

後

日

だ

が

楽

し

め

る

思

恵

を

受

け

て

き

ま

し

た

が

、

今

町

年
も
計
画
さ
れ
て
い
る
各
種
講
演
会
、
寿
ス
ポ
叫

l
ツ
大
会
、
各
公
民
館
の
計
画
に
よ
る
老
人
大
仇

学
、
手
芸
、
花
造
り
の
講
習
会
な
ど
、
一
日
一
品

日
が
楽
し
い
思
い
出
と
な
る
よ
う
市
内
の
お
年
ゐ

寄
り
が
全
員
参
加
し
て
、
活
発
に
行
動
し
ま
し
…

レ
目
晶
、
「
J
O

し
か
し
、
六
十
歳
を
過
ぎ
た
皆
さ
ん
で
、
老
…

人
ク
ラ
ブ
に
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
が
多
勢
町

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
加
入
令

し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
明
仇

る
く
健
康
な
老
後
を
送
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
で
叫

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
現
会
員
の
皆
さ
ん
で
、
ご
仇

近
所
に
六
十
歳
過
き
の
未
加
入
の
方
が
お
り
ま
仇

し
た
ら
是
非
加
入
さ
れ
る
よ
う
み
ん
な
で
勧
め
同

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
年
寄
り
が
本
日

当
に
住
み
よ
い
上
田
市
を
み
ん
な
で
築
こ
う
で
M

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

一

上

田

市

福

寿

連

合

会

仇

会

長

樋

口

三

子

男

仇

えつ

2老人のための明るいまちだより!

一(7)一一一一昭和53年 3月 1日 広 報

ω歳
過
ぎ
の
皆
さ
ん

毎
日
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

私
達
、
福
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
は
、
百
四
十

五
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
会
員
は
約
一
万
人
で
、

各
ク
ラ
ブ
ご
と
に
健
康
保
持
の
体
操
、
舞
踊
や

話
し
合
い
の
月
例
会
、
講
演
会
、
学
習
会
、
旅

行
な
ど
を
行
い
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
み
ん
な
で
保
育
園
、
神
社
な
ど
の
清
掃
、

花
壇
づ
く
り
な
ど
の
奉
仕
、
病
弱
会
員
の
友
愛

訪
問
、
孤
独
を
救
う
ボ
ラ
ン
テ
ア

l
活
動
な
ど

一
人
で
は
で
き
な
い
事
を
仲
間
が
力
を
合
せ
て

行
っ
て
い
ま
す
。

き
て
、
「
老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
」
事
業
も
三
年
目
を
迎
え
、
今
年
が
最
終
の

年
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
二
年
間
、
私
達
は
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
お
風
呂
の
近
代
化
、
作

業
棟
の
新
築
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
送
迎
パ
ス
の
配

車
、
寝
た
き
り
老
人
の
長
寿
園
で
の
入
浴
の
た

内
線
二
三
三
)

締
切
り
ま
す
。

〈
料
理
教
室
〉

期

間

1
四
月
か
ら
九
月
ま
で
。

定

員

M
H
月
・
火
・
水
曜
コ

l
ス
と
も

各
二
十
名
。

受
講
料

l
一
千
五
百
円
(
六
か
月
分
)

〈
着
付
教
室
〉

期

間

H
H
四
月
か
ら
五
月
ま
で
。

定

員

1
水
・
木
曜
コ

l
ス
と
も
各
十

二
名
。

受
講
料

l
一
千
円
(
二
か
月
分
)

〈
お
問
合
せ
〉

上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
(
宮
@

七
一
一
七
)

恒
例
の
勤
労
青
年
ロ
ー
ド
レ
!
ス
大

会
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
三
月
十
六
日
附
ま
で
に
、
体
育
課

へ
は
が
き
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

と

き

1
三
月
十
九
日
目

集
合
場
所

l
午
前
九
時
三
十
分
ま
で
に

常
国
池
北
側
「
若
葉
亭
」
食
堂
前
。

コ
l
ス

1
若
葉
亭
前

t
大
日
木
(
一
三
・

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

)

申
込
方
法
H
H
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
所
属
を
記
入
の
う
、ぇ
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。

お
閉
会
せ

1
体
育
課
(
宮
@
四
一

0
0

内
線
五
五
五
)

定
、年
リ退
職
じ
一…備・託

、

……紛

JJW
瀬
川
投
，
能
を
一
身
一
む
…
・
1

…一

総…一品川つ一ほよ一)一丸………一一

上
回
専
修
職
業
訓
練
校
で
は
、
定
年

退
職
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
皆
さ
ん

の
た
め
に
、
次
に
よ
り
技
能
講
習
会
を

聞
き
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
皆
さ
ん
は

早
目
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

期

間

H
H
四
月
八
日
か
ら
九
月
下
旬
ま

で
、
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
五
日
間
、
午
後
六
時
か
ら
同
八
時

ま
で
。

科
目
・
定
員

1
経
営
実
務
科
(
簿
記
会

計
と
ソ
ロ
パ
ン
)
。
二
十
名
(
性
別

不
問
)
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま

す。

講
習
会
場
M
H
上
回
商
業
専
問
学
校
(
原

町
バ
ス
停
前
)

受
講
料
・
教
材
質
な
ど

l
無
料
で
す
。

(
県
費
で
負
担
)

締
切
り
・
申
込
先
き
・
お
閉
会
せ

l
三

月
三
十
一
日
樹
ま
で
に
、
上
回
公
共
職

業
安
定
所
(
宮
@
六
三
六
三
)
か
、
上

回
専
修
職
業
訓
練
校
(
宮
@
二
ニ
五
三
)

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

訂

正

お

わ

び

二
月
十
六
日
発
行
の
広
報
「
う
え
だ
」

第
七
六
一
号
、
災
害
発
生
時
の
避
難
場

所
一
覧
表
の
「
泊
下
之
郷
」
は
「
泊
下

吉
田
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。
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憲
法
と
人
権

① 

近
、
と
き
ど
き
、
「
人
聞
の
生
命

は
、
地
球
よ
り
藍
ぃ
。
」
と
い
う
言
葉

を
自
に
し
、
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
何
か
わ
か
っ
た
よ
う
な
わ
か
ら
な

い
よ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
か
。

科
学
的
に
考
え
て
み
る
と
、
人
間
は

世
界
中
の
人
類
の
一
人
と
し
て
は
、
何

えつ_1> 762号 (事諸説儲品)一一一広報

(
一
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

大
島
フ
ヂ
ノ
さ
ん

天
神
三
(
南
天
神
町
)
九

O

山

辺

動

馬

さ

ん

下

堀

一

七

堀

内

浩

さ

ん

院

内

七

八

青

木

よ

り

さ

ん

長

島

八

二

宮
本
君
雄
さ
ん

中
央
五
(
下
川
原
柳
)
七
三

市

川

歌

子

さ

ん

千

曲

町

七

O

園
都
通
押
さ
ん

掛

師

岡

凶

-

(

市

T
b
m
回
出
〕
-
ニ
問
問

十
億
分
の
一
と
な
り
、
地
球
上
の
一
生

物
と
し
て
は
、
数
え
る
に
た
り
な
い
J

っ

き
な
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
人

一
個
人
を
み
た
場
合
、

こ
の
広
い
社
会

の
中
に
も
、
無
限
に
長
い
歴
史
の
中
で

も
か
け
が
、
え
の
な
い
、
た
だ
一
人
の
人

な
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
人
か
ら
み

た
場
合
、
「
人
が
も
し
、
全
世
界
を
得

て
も
、
生
命
を
失
、
え
ば
、
何
の
益
に
も

な
ら
な
い
。
ま
た
、
何
物
を
も
っ
て
し

て
も
、
そ
の
生
命
を
買
う
こ
と
が
で
き

な
い
。
」

と
い
う
よ
う
に
、
独
立
し
た

一
個
の
人
間
と
し
て
、
自
分
を
中
心
と

し
て
み
る
な
ら
ば
、
自
分
の
生
命
は

全
世
界
よ
り
も
、
全
歴
史
よ
り
も
尊
い

は
ず
で
す
。

日
本
国
憲
法
を
見
る
と
、
前
文
で
、

「
日
本
国
民
は
、
わ
れ
ら
と
わ
れ
ら

の
子
孫
の
た
め
に
、
諸
国
民
と
の
協
和

に
よ
る
成
果
と
わ
が
国
全
土
に
わ
た
っ

て
自
由
の
も
た
ら
す
恵
沢
を
確
保
し
、

:
:
そ
の
福
利
は
国
民
が
こ
れ
を
享
受

す
る
:
:
:
。
」

と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を

一
口
に
言
え
ば
、
「
み
ん
な
の
し
あ
わ

せ
」
を
求
め
る
の
が
目
標
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
そ
れ
は
、
「
政
治
の
主
権

が
国
民
に
あ
る
。
」
か
ら
な
の
で
す
。

こ
の
目
標
の
中
身
は
、
自
由
や
平
等

で
あ
り
、
こ
れ
を
実
際
の
物
事
に
当
た

っ
て
言
え
ば
、
自
由
権
、
平
等
権
、
社

会
権
、
選
挙
権
、
請
求
権
な
ど
で
す
。

こ
れ
を
市
民
的
権
利
と
か
基
本
的
人
権

と
か
言
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
大
事
な
権
利
が
得

ら
れ
な
い
、
奪
わ
れ
て
い
る
と
な
れ
ば

た
い
へ
ん
な
こ
と
で
、
「
し
あ
わ
せ
」

は
得
ら
れ
ず
、
こ
れ
を
「
権
利
の
侵
害
」

と
言
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
権
利
を
侵
害
さ
れ
な
い
で

正
し
く
保
つ
こ
と
の
で
き
る
方
法
が
大

事
で
、
そ
れ
は
、
「
民
主
主
義
」
に
よ

る
こ
と
が
一
番
た
し
か
な
や
り
方
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
権
利
の
侵
害
」
の
中
で
、
特

に
人
並
み
で
あ
る
は
ず
の
も
の
が
、
生

ま
れ
や
身
分
や
学
歴
や
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
た
て
わ
け
さ
れ
、
世
間
並
み
よ
り

不
利
に
お
と
さ
れ
る
の
を
「
差
別
」
と

言
い
ま
す
。

憲
法
第
十
二
条
に
は
、
自
由
や
権
利

は
、
努
力
に
よ
っ
て
保
つ
よ
う
に
言
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
努
力
す
る
立
場
に

さ
え
立
た
せ
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
差
別

な
の
で
す
。
こ
の
差
別
と
人
権
の
問
題

を
特
に
と
り
上
げ
た
の
が
第
十
四
条
の

法
の
下
の
平
等
で
す
。

上下上下
回 塩
原堀沢尻

塚
田
耕
作
さ
ん

小
林
と
ら
江
さ
ん

回
中
よ
し
さ
ん

丸
山
嘉
一
さ
ん

山
岸
と
ら
よ
さ
ん

緑
が
丘
一

新
沢
菊
江
さ
ん

中
央
五
(
田
町
)
五
八

塩

崎

ち

ゃ

う

さ

ん

畑

山

八

六

花
岡
猛
さ
ん

中
央
二
(
材
木
町
)
六
二

宮

沢

き

ち

さ

ん

吉

田

八

八

伊
部
菊
美
き
ん常

田
二
(
上
常
国
)
七
九

井
出
て
る
の
さ
ん

中
央
三
(
馬
場
町
)
九
五

梅
田
章
治
さ
ん常

国
二
(
上
常
国
)
八
五

平

尾

専

一

さ

ん

下

堀

六

九
新
屋
)
七
六

御

所

八

金
井
み
ど
り
さ
ん

坂
下
善
助
さ
ん

中
野
初
治
さ
ん

滝
沢
は
ま
さ
ん

斉
藤
と
め
さ
ん

竹
内
よ
祢
の
さ
ん

中
央
北
二
(
新
田
)
七
九

清
水
雄
治
さ
ん

踏
入
二
(
踏
入
)
四
八

伊

勢

山

七

四

倉

升

八

一

八六八八
二四六一

渡
辺
は
る
さ
ん

蟹
沢
は
ツ
の
さ
ん踏

入
二
(
踏
入
)
八
五

加

部

武

義

さ

ん

吉

田

六

三

宮

沢

和

子

さ

ん

長

島

六

四

室
橋
み
な
さ
ん

材
木
町
一
(
材
木
町
)
八
二

竹
内
善
之
助
さ
ん

常
磐
城
三
(
諏
訪
部
)
八
二

新

井

信

一

さ

ん

院

内

七

六

池
田
よ
し
い
さ
ん踏

入
二
(
踏
入
)
七
二

中
野
幸
治
さ
ん中

央
北
一
(
新
田
)
七

O

竹

内

き

み

さ

ん

伊

勢

山

五

七

栗
林
正
男
さ
ん中

央
六

(
愛
宕
町
)
四
四

原

繁

雄

さ

ん

倉

升

七

四

政
所
コ

ノ
プ
さ
ん

新

国

七

九

川
辺
町

福

田

愛
宕
町

国

分
山

口

清
水
好
き
ん

萩
原
く
に
さ
ん

小
林
一
伊
さ
ん常

国
二
(
北
常
田
)
六
八

黒
沢
み
っ
さ
ん中

央
北
一
(
新
田
)
九
二

馬

場

弥

五

郎

さ

ん

上

塩

尻

八

四

宮
原
定
一
郎
さ
ん

中
央
北
一

(
新
国
)
六
七

平

山

モ

ト

子

き

ん

東

築

地

七

一

16日

コ{コ

八 八八七八
一ー ムム 一
二二ーーノ、ノ、

堀
志
や
う
さ
ん

本
田
中
心
け
さ
ん

宮
沢
藤
代
さ
ん

前
田
幸
居
さ
ん

大
沢
春
吉
き
ん

大
井
賢
三
さ
ん

加
藤
は
る
い
さ
ん

峰
村
靖
雄
さ
ん

倉
沢
貞
夫
さ
ん

若
林
あ
く
り
さ
ん

工
藤
与
四
郎
さ
ん

荒
井
カ
メ
ヨ
さ
ん

柳
沢
豊
さ
ん

峰
村
好
憲
き
ん

村
上
よ
し
さ
ん

依
田
そ
め
の
さ
ん

滝
沢
一
二
三
さ
ん

滝
沢
梅
野
さ
ん

工
藤
武
人
さ
ん

v
r
t
F
4正
4
も
詐

国

分

一

O
一

浦

野

九

一

浦

野

七

七

浦

野

八

六

小

泉

七

九

下

室

賀

八

六

保

野

六

六

下

組

五

一

分

去

五

三

学

海

南

七

五

下
之
郷
八
一

院

内

七

三

保

野

八

三

秋

和

六

七

保

野

七

五

五

加

八

六

新

町

八

三

上

本

郷

七

八

下

組

七

九
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